
全国Town＆Gown構想推進協議会への参画について

本件のポイント！

令和５年度第２回学⻑定例記者会⾒資料①

１
①国内初のTown＆Gown構想推進組織に創設メンバーとして参画

②長年のカウンターパートである出雲市とペアを組んでの参画が実現

◆⽇本を地域から躍動させるため、⼤学と⼤学が⽴地する地域の⾃治体が持続可能な未来の
ビジョンを共有し、包括的、⽇常的、継続的、組織的な関係を構築の上、⾃治体の⾏政資源
と⼤学の教育・研究資源を融合しながら活用することで、地域課題の解決に資する科学技術
イノベーションの社会実装と人材育成のための地域共創の場(＊)の形成を通じて地方創生を
実現し、持続的な地域の発展と⼤学の進化をともに目指す構想
(＊)⾃治体、⼤学、⺠間企業、起業家や投資家、市⺠と連携した産学官⺠連携イノベーションエコシステム

Town & Gown 構想とは

◆アリゾナ州⽴⼤学が、キャンパスが⽴地するテンピ市およびフェニックス市との間で、
⽇常的、組織的な連携関係を制度化し、お互いの計画・構想を進めるための相互承認、
多くの教育プログラムで地域課題解決を題材とするなどハイレベルな組織的な連携を実現。
これにより地域の⾏政課題を⼤学の研究成果が次々と解決し、
⼤学の発展とまちづくりの好循環モデルの駆動⼒となっている。

◆アメリカには、Town＆Gown構想を推進する国際的組織『International Town & Gown 
Association (ITGA)』が設置されており、テンピ市⻑がITGAの会⻑を務めている。

⽇本版Town&Gown構想へ 全国Town&Gown構想推進協
議会の⽴上げ
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全国Town＆Gown構想推進協議会への参画について

令和５年度第２回学⻑定例記者会⾒資料①

１
Town & Gown 構想のメリット
「属人的・短期的」な連携 から
制度化された「⼀体化した組織的・中⻑期的」な連携 へ
➡ 地域ニーズに直結した連携事業が可能
➡ CNやDXなど領域横断的な連携事業が可能
➡ 企業を巻き込んだ連携が可能（参画する企業への安心感）
➡ ⻑期的に取組むことで社会変⾰の実現が可能

全国Town & Gown 構想推進協議会

（目的）
Town & Gown構想を地方⼤学が地方創生に
貢献するためのモデルとして具体化、⼀般化し、
⽇本全国に広めるために、相互に連携・協⼒
するための組織

（設⽴時に正会員として参画する機関）
広島⼤学×東広島市、呉市
島根大学×出雲市 愛媛⼤学×今治市

このほか、設⽴後に複数の⼤学・⾃治体の
参画予定あり

Town & Gown構想の全国展開を目指す

◆地域×⼤学間連携における
・先進事例、ノウハウの共有
・課題の共有、解決策検討
◆相互啓発
➡連携をもう⼀段 StepUp!

Town Gown&
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全国Town＆Gown構想推進協議会への参画について

令和５年度第２回学⻑定例記者会⾒資料①

１

監事副会⻑

役員会

正会員
Town & Gown構想に基づきペアで加入する⼤学と
⾃治体

準会員
特例としてTown & Gown構想に基づいた連携先を
有さない⼤学又は⾃治体

総会

支援会員
特例としてTown & Gown構想に基づいた連携先を
有さない⼤学又は⾃治体

連携・提言

など

企業群

デジタル田園都市国家
構想やスマートシティ
関連事業等の採択地域

バスク⾃治州政府

ペンシルバニア州⽴⼤学

連携
（予定）

⾃治体、企業、
⼤学、地域団体

など

会⻑

協議会体制図
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プログラム詳細は

後日ウェブページにて発表

URLまたは左の二次元コードから

https://www.hiroshima-u.ac.jp/iagcc/ccc/ntg
広島大学公式ウェブサイト > 社会・産学連携 > 地域連携 > 全国Town & Gown構想推進協議会

このフォーラムは、全国Town & Gown構想推進協議

会の発足を契機として、産官学の3者、あるいは、自治

体と企業、自治体と大学、地域と大学などの、組織風土

も価値観も異なる組織同士で、日常的あるいは組織的

につながり、日々悩みながら「地方創生」を実践されて

いる皆様に、その活動の中で培われた知恵と経験と課

題を共有いただき、今後の活動につながる交流のきっ

かけとしていただくことを目的としています。

皆様の経験を聞かせてください！

❶ 産官、産学、産官学民等の連携による地域づくりに携わ

られている担当者

❷ DXやCN、その他の科学技術の地域社会への実装に関

心のある研究者･技術者・大学院生等

● 10月28日

14:30-16:30 フォーラム(1日目)
(1) 挨拶
(2) Town & Gown構想紹介
(3) キーノートセッション

1. 「持続可能な新しい産官学連携の形」
一般社団法人スマートシティ・インスティテュート 専務理事 南雲 岳彦

2. 「大学発イノベーションに求められるもの」
文部科学省産業連携・地域振興課拠点形成・地域振興室 室長 廣野 宏正

3. 「DXが創るまちづくりの新たなベクトル」
デジタルコミュニケーションによる地域活性化事例

「三重広域連携モデル」のご紹介

大日本印刷株式会社モビリティ事業部新事業開発部 部長 椎名 隆之

17:00-18:30 ウェルカムレセプション

● 10月29日

9:00-15:00 フォーラム(2日目)
事例発表(口頭発表・ポスター発表)

● フォーラム : 広島大学東広島キャンパス 内

● ウェルカムレセプション :

レストラン「ラ・ボエーム」（東広島キャンパス学士会館1階）

● フォーラム

社会人 : 無料 ※2024年度からは有料の予定

大学院生･学生 : 無料

● ウェルカムレセプション : 5,000円

広島大学 内

スマート社会産官学民協働まちづくりフォーラム実施委員会

メールアドレス :

tgo-admin@office.hiroshima-u.ac.jp

● 発表申込フォーム : URLまたは「発表申込」二次元コードから

https://forms.gle/w7atHbwhqbW6dMJo9
※ 発表募集締切 : ～10月10日(火)

● 参加申込フォーム : URLまたは「参加申込」二次元コードから

https://forms.gle/V4ucXiSG2pMzjNSVA

主催 :  全国Town & Gown構想推進協議会設立準備会 共催 :  一般社団法人スマートシティ・インスティテュート、広島大学

https://www.hiroshima-u.ac.jp/iagcc/ccc/ntg
https://forms.gle/w7atHbwhqbW6dMJo9
https://forms.gle/V4ucXiSG2pMzjNSVA
mailto:tgo-admin@office.hiroshima-u.ac.jp

